
せら夢公園 自然観察園 の カメ
☆クサガメ と ニホンイシガメ の ２種類が見られました☆

●クサガメ（臭亀）　 学名：Chinemys reevesii　　　世羅での呼び方：ドンガメ、クソドンガメ、クソドン など

●ニホンイシガメ（日本石亀）  学名：Mauremys japonica　　他の呼び方：ゼニガメ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（甲羅が丸くて黄色っぽいから）

びっくりすると、わきから くさい汁を出します。↓→
だから、くさがめ！

←年をとるごとに甲羅のもようは
   年輪のようにリングが増えていきます。
　 （この子は７才くらいかな？ ）
   年老いるとすれて、年輪が分からなくなります。

赤ちゃん↑と おとな↓の顔

水辺から水辺へと移動します。↑

↓赤ちゃんでも泳ぐの上手だよ。

↑ふだんは田んぼや
　 湿地にいます。

泳ぐのも歩くのも意外とすばやい！

山手の池沼・田んぼなど水辺にすんでます。
日本にしかいないカメ！
最近少なくなってきて、広島県では準絶滅危惧種です。

←おなかの側は
　　全面に黒い。

子ども（左） と おとな（右）の顔

※ クサガメ と イシガメ の見分け方
　　
　　  ・甲羅の後ろがギザギザ→イシガメ
　　 
      ・ギ ザ ギ ザ じ ゃ な い →クサガメ

↑クサガメ ↑イシガメ　子どもだとギザギザがハッキリ（右）参考図書：「日本の両生爬虫類」（平凡社）




